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 B´会（学連関西、東海支部 1960,61年卒の会）

恒例の芦屋市ホテル竹園にての会合日が、牧野師

の告別式当日となろうとは夢想だにしなかった。

５月 25 日、予定通り開会したものの牧野師不在

の会は、さすがの B´会の猛者連も静かに苦い酒

を口にしていた。 

                     

 振り返れば約 60 年のお付き合いでした。偉大

な牧野師には、公私ともに筆紙に表せぬ多大なご

教示ご配慮を頂戴しました。不肖の弟子で殆ど恩

返しも出来ず申し訳なく残念です。航空部も大先

輩を一人失うのは、大痛手大損失です。後輩諸氏

は牧野師の良きお手本を教訓に加えて頂きたい。                

 牧野師との在りし日の交流から思い起こすまま

に記します。 

            

 謹厳実直、人一倍几帳面な師でしたが、非常に

優しい面や、お茶目、ユーモアも解する方でもあ

りました。高松合宿で私は訓練中もカメラを持ち、

シャッターを切っていましたが、それを許して下

さった。会合の会場では、玄関の案内看板は必ず

「撮っておいてくれ」との指示。旧高松空港の管

制塔へ上り、高度感覚の一助にとの教え。同様に

玉水の木津川反対側の小高い茶畑へと登りました

ね。木津川の橋上で B´の悪どもは、「ウインチ班

へ昇格させてくれぬと、教官を木津川へ放り込み

まっせ」と言った。師曰く「私はカナヅチやから

勘弁してえなぁ」。真偽の程は？高松空港でウイン

チ班初合宿、関西から三名（関学・立命・同志社）、

牧野教官の指定高度をオーバー、申し合わせたよ

うに三名ともやってしまった。一方、東海支部か

らの者は指定高度未満ばかり。師の雷が落ち、「荷

物まとめて帰れ!」この時以来、お叱りを受けた回

数は私が最多では・・・。八尾空港、早朝の静穏

な一番搭乗で大阪平野は朝靄に隠れ、六甲連山と

生駒連山を望む雲上飛行の如き体験をさせて貰っ

た。僅かなフライト回数の中で最も印象深いもの。

索切れ体験も八尾空港、「やまどり」で牧野教官で

した。 

 現役時代、部運営の事務処理（会計）にご指導

を受けました。四年間の在学中、牧野師が学生（同

志社）に平手打ちをくれたのを 2回目撃、余程の

理由と自分の同窓の後輩であるが故に余計そうし

たことと解釈、他校学生への示しもあったのかも。

向井清人君の提案で、二人で H-23C イオラス導

入に踏み切ったこと、牧野師一人「よくやった」

とお言葉。 

 福井合宿を観ての帰路、北陸自動車道走行中の

話 ―その１―関西の某大学OBの車に乗せても

らったら、運転者が振り向いて後部座席の牧野に

話しかけてくるのには閉口した由。 ―その２―

矢張り福井からの帰路、牧野師助手席、運転三浦、

後部座席に同志社の教官、牧野「今日本が戦争に

入ったら、君はどうするか？」と質問、教官「…

…」。 

 牧野師同乗の運転には、一番気を使った積り、

窪田昌三君も同様だった由。木曽川合宿を牧野師

と訪問、同志社の教官に「君、教官ならばこの前

に接地してくれ」と指示、結果４～５mのオーバ

ーで接地。「教官は言われたことを実証しないとな

ぁ」との評。 

 第二次大戦の特別攻撃隊で 8 月 16 日出撃だっ

た牧野師，凄い体験の方だけに、仰天する体験談

を数多く聞くことが出来ました。台湾へ新機の空

輸、帰路鹿児島の開聞岳が見えたら、ホットした

ものだと。 

牧野鐵五郎教官を偲んで 

1961年卒 三浦 智介 
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 牧野師宅訪問は、約束時間の５～６分前には近

くに到着して待機、時間丁度に呼び鈴を押す。牧

野師も心得たもので呼び鈴を押すと同時位に玄関

扉を開き現れた。窪田君も同様にしていたらしい。 

 現役時代 OB名簿を新しくしたが、牧野師がま

とめられた名簿が基になりました。航空部 50 周

年記念事業を手伝った時、牧野師より労りの言葉

があった。「S先輩と組んで作業、水と油みたいな

のに、よう辛抱してやってくれてるな」と。「割り

切ってやってますから」と返事。航空部関係の催

事等は殆ど牧野師の企画立案でしたね。 

 ある時、言葉の綾で聞き咎められた。「君ねぇ、

私を追い越そうちゅうんかね、そうはいかんよ」

と半分真面目で、半分笑いながら。「滅相もない」

と必死に弁明。出来るわけありません。 

  

阪神淡路大震災の復興は、牧野師の人徳で、南

昭和町界隈では一番早かったのでは。立命 OB故

松岡宏二、関大 OB故中川義英、同志社 OB窪田

昌三、同じく故速見直喜等の多大な支援によるも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒例の B´会で故牧野鐵五郎先輩と筆者 

2014年 11月 15日 

ので、お礼にと新築の庭でのバーベキュー会食に

呼ばれましたが、私は支援らしきものはなし。 

 

 高松空港、玉水、八尾空港、B´会からは YS-11 

で高松空港跡，正大寺、木曽川、阿蘇久住（大阪

空港から熊本空港へは東海支部 N大学の OBで

ANAの Y機長の便で操縦席にも入れて貰いまし

たね）、松本空港（同志社 OB瀬川潔君経営の白

馬村ペンションへ）、箕面（大阪空港の夜景を遠望）

等飛行機関連の地をご一緒しましたこと、走馬燈

のように脳裏を駆け巡ります。 

 

 名残は尽きません。彼岸でお休み、至らぬ後輩

達を高所からご覧下さい。 

             合掌 

 

 

 


